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　医療費が高額になった場合、医療保険から月額の限度額を超えた分が「高額療養費」と

して、また、介護サービス費用が高額になった場合は、介護保険から月額の限度額を超え

た分が「高額介護サービス費」として支給されています。さらに平成20年４月分からは、

皆さんの自己負担額を軽減するため、同じ世帯で医療費と介護サービス費の両方の自己負

担が高額になった場合に、両方を合算し、年間の合算額が、下表の限度額を超えた分が「高

額介護合算療養費」として支給されることになりました。ただし、70歳未満の人の医療費は、

1か月に21,000円以上の自己負担がある場合のみを対象とします。自己負担額には、食費

や居住費、差額ベッド代（室料差額）などは合算の対象になりません。

�　「高額介護合算療養費」は、７月31日から翌年の６月30日の１年間で計算しますが、平成20年度は、平成20年４月

１日から平成21年７月31日までの16か月間にかかった自己負担限度額を対象とします。

�　申請手続きが必要ですが、受付は８月からとなりますので、詳しくは、住民課・介護支援課までお問い合わせください。

　平成20年度については、対象期間が16か月（平成20年4月から平成21年7月）となるため、�

自己負担限度額も（　　）内に表示されている16か月相当の金額となります。

　児童手当現況届は、現在の児童の養育状況を確認し、児童手当を

引き続き受けることができるかどうかを確認するものです。

�　現況届の提出期限は、6月１日(月)から30日(火)までとなってい

ます。現況届の用紙は、5月末に受給者の皆さんへ発送しました。こ

の届の提出がないと、6月分以降の手当が受

けられなくなりますので、ご注意ください。


